
感染予防対策していますか？
　春の足音が聞こえ始める今日この頃、皆さんいかがお過ごしでしょうか。新型コロナ感染は、昨

年の第７波に続く第８波がやって来ました。今シーズンは、インフルエンザとの同時流行もありまし

た。新型コロナウイルス感染が確認された2020年には、３密の回避や手洗い・うがい・マスク着

用の励行などの感染予防対策が奨励され、今に至っています。

　新型コロナワクチンの接種も進んでいます。皆さんの中にも、４回目あるいは ５回目のワクチン

接種を済まされた方もいらっしゃると思います。しかしながら、新型コロナウイルス感染は収束の兆し

が見えません。「新型コロナ感染予防疲れ」もささやかれています。もう一度、手洗い・うがい・

（必要な場面での）マスク着用・３密回避などの基本的な感染

予防対策を見直してみませんか？

　もうすぐ訪れる新しい季節が、皆さんにとって良い日々となり

ますように。

薬剤師 矢嶋 幸一（メディカル調剤株式会社）

 JA健康寿命100歳プロジェクト
～薬剤師のワンポイントアドバイス～

 JA健康寿命100歳プロジェクト
～薬剤師のワンポイントアドバイス～

3月
2023年
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

個別面談を実施

　

四
万
十
地
区
女
性
部
立
西
支
部
、

東
又
支
部
は
１
月
か
ら
２
月
に
か
け

て
、
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
須
崎
店
の
方

を
講
師
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作

を
学
ぶ
ス
マ
ホ
教
室
を
初
め
て
開
き

ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
連
携
し
た
取

り
組
み
で
、
ス
マ
ホ
に
不
慣
れ
な
組

合
員
も
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
で

き
、
豊
か
な
暮
ら
し
に
つ
な
げ
て
も

ら
え
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

講
座
は
「
入
門
編
」「
基
本
編
」「
応

用
編
」
に
分
け
て
行
わ
れ
、
参
加
者

は
実
際
に
ス
マ
ホ
を
操
作
し
な
が
ら

講
義
を
受
け
、
空
き
時
間
に
は
講
師

か
ら
使
い
方
を
教
わ
る
な
ど
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
、
迷
惑
メ
ー
ル
で
詐
欺
に
あ

う
こ
と
も
増
え
て
お
り
、
講
師
は
詐

欺
メ
ー
ル
の
見
分
け
方
や
削
除
の
仕

方
を
教
え
な
が
ら
注
意
喚
起
を
促
し

て
い
ま
し
た
。

　

部
員
か
ら
は
「
普
段
中
々
聞
く
機

会
が
な
か
っ
た
か
ら
と
て
も
助
か
っ

た
。
学
ん
だ
こ
と
を
生
活
の
中
で
活

用
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

津
野
山
園
芸
部
で
は
、
各
品
目
の

実
績
振
り
返
り
と
次
作
の
目
標
を
設

定
す
る
た
め
、
個
別
の
経
営
面
談
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

面
談
で
は
、
栽
培
中
の
苦
労
や
、

病
害
虫
の
発
生
状
況
を
振
り
返
り
、

防
除
対
策
や
作
業
内
容
の
見
直
し
、

課
題
の
抽
出
と
対
応
策
を
検
討
す
る

こ
と
は
、
農
家
所
得
の
増
大
に
も
繋

が
る
た
め
「
自
分
は
こ
う
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
け
ど…

」「
何
も
か
も

値
上
が
り
す
る
け
ど
野
菜
の
価
格
は

上
が
ら
な
い
の
で
経
費
を
抑
え
た

い
」
な
ど
真
剣
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
取
組
の
中
で
、
新
た

な
取
り
組
み
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
次
年
度
も
引
き
続
き

『
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
』
へ
の
加
入
促

進
や
環
境
測
定
装
置
導
入
を
提
案

し
、
資
材
等
の
価
格
が
高
騰
す
る
中

で
も
生
産
農
家
の
所
得
増
大
に
つ
な

が
る
よ
う
、
県
や
町
の
担
当
課
と
も

連
携
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

農業用廃プラ17㌧を回収
消費税インボイス制度

説明会を開催

　

１
月
26
日
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
と
は
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格

請
求
書
）
を
用
い
て
消
費
税
の
仕
入

れ
税
額
控
除
を
受
け
る
た
め
の
制
度

で
す
。「
適
格
請
求
書
」
は
買
い
手

か
ら
求
め
ら
れ
た
場
合
に
事
業
者
が

発
行
す
る
義
務
が
あ
り
従
来
の
記
載

事
項
に
加
え
て
「
適
格
請
求
書
発
行

事
業
者
登
録
番
号
」、「
税
率
ご
と
に

区
分
し
た
消
費
税
額
」
の
記
載
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
令

和
５
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
参
加
者
は
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

四
万
十
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
営
農

指
導
課
で
は
、
２
月
２
日
か
ら
確
定

申
告
に
向
け
た
決
算
書
作
成
支
援
を

開
始
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
会
計

帳
簿
を
も
っ
た
会
員
が
集
ま
り
、
青

色
申
告
決
算
書
作
成
に
向
け
担
当
職

員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
毎
日
記
帳
し
た
帳
簿
を
整
え
３

月
の
締
め
切
り
に
向
け
、
参
加
者
も

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
決
算

書
作
成
後
に
は
、
基
幹
品
目
を
中
心

に
経
営
分
析
表
も
作
成
し
て
お
り
経

営
の
見
直
し
に
つ
な
げ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
決
算
書
作
成
支
援
に
つ
い
て

は
３
月
15
日
ま
で
取
組
み
ま
す
。

　

津
野
山
地
域
で
は
、
加
温
ハ
ウ
ス
を

利
用
し
ア
ジ
サ
イ
や
桜
・
花
桃
の
『
ふ

か
し
』
を
行
い
、
花
芽
が
色
付
き
開
花

間
近
の
も
の
を
関
西
を
中
心
と
し
た
市

場
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
１
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
搬
入
が

始
ま
り
、
日
光
を
遮
っ
た
暗
室
で
温
湿

度
を
調
整
し
、
２
月
か
ら
開
花
の
近
付

い
た
束
の
荷
造
り
を
始
め
て
い
ま
す
。

外
は
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

一
足
先
に
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
春

の
花
を
津
野
山
か
ら
発
送
し
ま
す
。

　

ア
ジ
サ
イ
・
啓
翁
桜
の
出
荷
か
ら
始

ま
り
、
桃
の
節
句
に
あ
わ
せ
た
花
桃
ま

で
順
次
出
荷
が
続
き
ま
す
。

確定申告始まる
春目前

津野山の花木出荷

スマホの使い方を教わる女性部員

生産者からたくさんの資材が搬入されました。 消費税についての説明を行っています。

職員が参加者にアドバイスを行っています。出荷風景（右上：ガクアジサイ、右下：啓翁桜）

面談を行う生産者と振興センター職員

　

四
万
十
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
は
１

月
24
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
、
四
万

十
町
東
大
奈
路
と
大
野
見
で
農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
集
荷
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
職
員
は
、
生
産
者
が

持
ち
込
ん
だ
不
要
に
な
っ
た
ビ
ニ
ー
ル

類
な
ど
の
荷
下
ろ
し
を
手
伝
い
、
２
会

場
合
わ
せ
て
１
０
２
人
か
ら
廃
ビ
ニ
ー

ル
や
廃
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
な
ど

約
17
㌧
の
資
材
を
回
収
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
年
に
２
回
、
産
業

廃
棄
物
と
し
て
の
適
生
処
理
を
目
的

に
、
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
営
農
指
導

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

四万十地域

ＪＡスマホ教室を開催
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お問い合わせ先　JA高知県　四万十営農経済センター　営農指導課
（TEL.0880－22－5179）

お問い合わせ先
ＪＡ高知県津野山営農経済センター　　（TEL.0889－62－3501）

四万十地域より四万十地域より

津野山地域より

水稲用除草剤
 『初期剤・初中期一発剤』 の上手な使い方

今が肝心 ! ゆずの施肥管理
　厳寒期が終わり、気温も上昇してくる時期となりました。この時期には、新根の伸長が盛んになり、同化養分の蓄積
が始まるころです。地下部の根張りの良し悪しによって地上部（枝葉）の生育が左右されます。施肥は必ず適切な時期
に行うようにしましょう。
　また、ユズ部会では出荷先であるJA 馬路村の栽培基準に準じた栽培方法を行います。よって、化学的に合成された
農薬及び肥料は使用できません（除草剤も全く使用できません）。有機栽培に準じた栽培管理を行ってください。

＜成木の施肥と病害虫防除の時期＞

＜商品紹介＞

※１　早い芽が１cm 程度伸びた時期に必ず実施する。
※２　５月下旬の追肥（ゆず園）は着花量に応じて加減する。
※３　カミキリムシの産卵防止のため、除草に努める。イオウフロアブルは ICボルドー66Dとは前後２週間
　　　以上間隔をあけて散布する。コロマイト水和剤の総使用回数は２回以内。
※４　葉の表裏、幹部にも十分散布する。カミキリムシの駆除に努める。

水稲栽培における雑草防除は、初・中期一発剤やジャンボ剤が主流になっています。
薬剤の成分により有効な草種が異なるので、発生する草種に合った薬剤を使用することも大事になってきます。

　初期剤や初中期一発剤といった湛水土壌処理剤をしっかり効かせるためには、薬剤処理後、少なくとも３～４日間、
水深を３～５cmに保ち、土壌表面に薬剤の処理層を形成させることが重要です。

そのためには田面を均平にし、漏水を極力防ぐ圃場作りを心がけましょう。また、周辺環境の保全のためにも、
農薬が土壌に落ち着くまでの７日間は、落水及びかけ流しは行わないように徹底しましょう。 

※薬剤使用前に農薬のラベルを熟読し、使用量、使用時期・回数等を十分注意して使用基準を守りましょう。

～紹介した商品以外の除草剤については、各支所・グリーンにお問い合わせ下さい～

商品名

エリジャン乳剤

3月
上旬

４

５

６

７

時期
（月）

肥料名（成分量）
適用病害虫

ミカンハダニ

幹腐れ病
ミカンサビダニ

ゆず園（７-４-５）
そうか病

そうか病
幹腐れ病

ゆず園（７-４-５）
（なたね油粕)

施用量（kg/10a）
防除薬剤（希釈倍率） 注意事項

ハーベストオイル（150倍）

ICボルドー66D（50倍）
①イオウフロアブル（400倍）

②コロマイト水和剤
（2,000 ～ 3,000倍、２回以内）

80kg（※２）
Zボルドー（500倍）

Zボルドー（500倍）

140kg
（200kg）

9.8
（10.6）

窒素 リン酸

成分量（kg）

カリ

5.6
（4.0）

7.0
（2）

元肥です。
必ず実施！

※１

※３

※４

5.6 3.2 4.0

成分数 使用量 使用時期 特性使用
回数

デルカット乳剤

フルパワーMX粒剤

ホクト粒剤

ホームランＬジャンボ

カイリキZジャンボ

エーワンジャンボ

イノーバＤＸ粒剤

ゴウワンDLジャンボ

１

２

３

４

３

３

１回

１回

２

４

５

植代後～移植前７日前まで

移植直後～ノビエ１葉期
ただし、移植後30日まで

植代時（移植４日前まで）

移植直後からノビエ3.5葉期
ただし、移植後60日まで

移植後5日からノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

移植後3日からノビエ2葉期
ただし、移植後30日まで

移植後3日からノビエ3葉期
ただし、移植後30日まで

移植後5日からノビエ2.5葉期まで
ただし、移植後30日まで

移植時

移植直後からノビエ2葉期まで
ただし、移植後30日まで

移植直後からノビエ2葉期まで
ただし、移植後30日まで

原液散布
水中拡散性に優れているので、
安定した効果が得られる

代かき作業時に原液で
土壌混和処理を行なえる

ノビエ3.5葉期まで高い除草効果

クリンチャーの成分を含む

ノビエに対する残効性の長い
有効成分を含む一発処理除草剤

オモダカ、クログワイ、コウキヤガラ
に卓越した効果を発揮

雑草を白化させて枯死させる。
抵抗性雑草、イボクサ等などの

特殊雑草に高い効果

田植同時散布が可能

ホタルイに有効な２成分
を配合し、高い除草効果

300ml/10a

500ml/10a

１kg/10a

３kg/10a

500g/10a

300g/10a

300g/10a

１kg/10a

700ｇ/10a

３～10月
（月1回）

時期

ゆず園
（７－４－５）

肥料名（成分量）

40
（月１回量）

10a当たりの施用量（kg）

0.5
（月１回量）

１樹当たり施用量（kg）

320

合計（kg）

＜幼木の施肥の時期＞　（10a当たり80 本植えを基本とする）
【例１】

３～10月
（月1回）

時期

菜種油粕または
発酵ケイフン※

肥料名

80
（月１回量）

10a当たりの施用量（kg）

1
（月１回量）

１樹当たり施用量（kg）

640

合計（kg）
【例２】 　※発酵ケイフンの連続施用は避ける。

収量向上 →
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俳   

句

霧
の
里
句
会

米
寿
な
る
黒
髪
ゆ
た
か
福
寿
草

二
軒
の
み
氏
子
は
や
ば
や
初
詣市

川　

和
美

老
い
た
れ
ば
好
み
一
変
い
も
き
ん
と
ん

実
千
両
心
豊
か
に
年
迎
か
ふ

今
橋　

孝
子

車
椅
子
揺
ら
れ
て
受
け
る
初
雪
や

年
の
瀬
や
吾
娘
に
連
れ
ら
れ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　

竹
内　

春
猪

新
年
に
曾
孫
に
会
い
て
元
気
づ
く

寒
波
来
る
蛇
口
を
お
ほ
い
備
え
け
り

田
中　

信
子

森
森
と
樹
勢
た
く
は
え
山
眠
る

大
寒
の
海
に
み
そ
ぎ
の
裸
体
透
く

長
谷
部　

延
子

◆ 

◆ 

◆ 

お
た
よ
り
か
ら 

◆ 

◆ 

◆

俳   

句

お
若
い
ね
お
世
辞
言
葉
い
ら
な
い
わ
自
制
し
つ
つ
も
服
を
購
う

（
梼
原
町
・
瀬
戸
口　

登
貴
恵
）

（
津
野
町
・
村
田　

三
喜
子
）

山
茶
花
の
散
り
て
明
る
や
大
師
道

（
津
野
町
・
弘
瀬　

秀
頼
）

押
入
れ
が
出
番
来
た
よ
と
雛
飾
り

（
梼
原
町
・
松
山　

松
美
）

夕
食
は
真
心
弁
当
感
謝
し
て

献茶スタッフ（パート・アルバイト）募集

ＪＡメモリアルこうち四万十営業所（ＪＡ葬祭ルミエール四万十）
四万十町榊山町９－７　TEL  0880－22－5900

ふ
る
み
ち

よ
う
せ
い

し
る
し
い
し

○葬儀会場での接客
○葬儀の準備や片付け　など
お通夜等　3,000円　～　（２時間半程度）
お葬儀　　5,000円　～　（４時間程度）

※詳しくは下記までお問い合わせください※

仕事内容の
一部の具体例

短   

歌

無資格・未経験ＯＫ ！  ＪＡ葬祭で一緒に働きませんか ！

～　地域に根差した葬祭会館へ　～
私達は、JA組合員の皆様を中心として地域に根差した

ご葬儀一切のお世話をさせていただきます。
安心と信頼でご満足いただけるご葬儀を行っています。

遠
き
地
の
施
設
の
友
よ
り
電
話
あ
り
「
声
が
き
き
と
う
な
っ
た
き
ね
え
」

市
川　

隆
子

ト
ン
ネ
ル
の
う
え
に
残
れ
る
古
道
に
苔
を
払
い
て
標
石
読
む

市
川　

浩
子

敗
戦
後
の
貧
し
き
時
代
に
喜
々
と
し
て
夕
餉
に
食
べ
し
団
子
汁
の
味

島
岡　

紀
美

さ
さ
げ
干
す
つ
け
物
漬
け
る
手
ま
め
な
る
お
み
な
ら
真
っ
赤
な
夕
焼
け
の
中

文
野　

見
枝
子

年
に
一
度
き
っ
と
開
く
は
夭
逝
の
姉
の
つ
く
り
し
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

黒
岩　

や
よ
え

姪
の
家
族
が
実
家
に
帰
り
家
を
建
て
義
姉
を
看
て
お
り
何
よ
り
う
れ
し

北
村　

幸
子

階
段
を
ト
ン
ト
ン
と
駆
け
上
が
る
わ
れ
の
少
女
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
グ
リ
ー
ン

中
内　

佐
登
美

葉
が
あ
る
と
思
い
し
吾
を
夫
笑
う
は
じ
め
て
買
い
し
葉
と
ら
ず
り
ん
ご

竹
田　

和
子

短   

歌

窪
川
短
歌
教
室


